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メ力トロ技術と安全設計技術を応用した療育機器の開発

1 本プロジェク卜実施の背景

従来、 PELの手法を取り入れた実習型の授業を3

年次に行っている。 プロジェクト形式で企画、 設計、

製作、 評価を通して課題を達成することにより問題解

決能力やアイデア創出力、 デザイン能力を育成するも

のである。 授業の効果としては十分に確認されている

が、 課題が社会における実際的な問題で、はないため、

情報収集や問題設定についての範囲が限られており、

技術や努力が社会貢献に結び付く満足感や喜びについ

ては体験できないのが実情である。 そこで、 メカ卜ロ

や技術やフ
。

ロジェクトマネージメントについて学習し

た内容を活かして療育機器を開発し、 療育センターの

専門職員に評価を受け、 実際に活用できるかどうか判

定していただくことにより、 安全を含めた設計の妥当

性を責任ある目で確認できる場をつくることが本プロ

ジェクトの目的である。療育機器を対象とする理由は 、

生活に直結している福祉機器の場合、 機能・構造と共

に複雑なものが多く、 未完成なものを使用するときの

リスクが大きいのに対し、 療育機器の機能としては単

純なものであり、 完成させるのが比較的容易であり、

個々の障害に個別に対応する必要があるため、 機能や

構造のカスタマイズが必須となる。 これらの点が学生

にとって問題設定から解決に至るまでの良い課題とな

り、 比較的オリジナリティを出しやすいメリットがあ

る。

2. 実施形態および内容

療育機器は使用者からの入力、 入力に対する情報処

理、 画像・音声出力および外部機器の制御の流れで構

成される。 これらの機能を担う装置はある程度無理の

ある使用法に対しても機能し、 また安全でなければな

らない。 産学連携の体制の下で進める教育フ
。

ロジェク

トの構成員としては、 3年次のプロジェクト実習第二

を履修する学生の一部（10名）を中心として、 療育機

器を実際に使用できる療育施設とそこで指導を行う専

門職員、 機器のインターフェースについて知識と経験

を有する企業からの非常勤講師、 そして設計一般につ

いて指導を行う機械システム工学科の教員、 製作技術

指導を行う技術部職員、 さらに学生の個別相談役を行

うTAとなっている。 ただし今回は試行として学生数

を限定したが、 将来のプロジェクトの拡大を考えて、

メカトロ技術の演習・実習は本授業を履修する全学生

対象とした。
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本プロジェクトは、 以下の通り進めた。

1）メカトロ技術についての学習

従来はPICマイコンを用いたセンシンク
守

およびコ

ントローノレができることを目標として、 マイコンの仕

組み、 マイコン周辺の電子回路、 マイコンのプログラ

ミングの講義、 演習の形態で、

授業を行ってきた。 この

形態で、は基本的に通常の授業の延長になってしまい、

自己学習の必要性について学生にはあまり実感させる

ことができなかった。 そこで、 今回は安全性に関わる

最小限の説明にとどめ、 カテゴリーに分けた簡単な複

数のテーマを課題として与え、 3名づつのグツレーフ。単

位で順次解答案を製作してもらうことにした。 さらに

最後に「面白いもの」というテーマで、 自由に製作させ

た。 マイコンの使用方法や周辺回路の詳細な説明を省

く代わり、 広く使用され、 多くの情報が揃っている

Arduinoをマイコンのフレームワ ークとして選んだ。

課題の多くは Web 上で探せば容易に解けるレベルに

したが、 いくつかはアイデアゃある程度の知識を要す

るものにし、 クツレーフ
。

毎の能力差が表れる形にした。

図1 自由製作の作品の一部

2）設計法およびプロジェクトマネージメント（PM)

についての学習

CADおよびモデリングツールを利用し、 トップダ

ウン設計およびモデルベース設計のような設計の基礎

を学習させた。 特に企画、 概念設計、 詳細設計、 プロ

トタイプ作成の流れについては学科の他の授業では表

れないので、 ものづくりに必要な内容である。

またPMの基礎として特に作業の内容を分解しグル
ープ内で分担するためのWESやスケジュ ールを管理

するためのガントチャ ート・マイルストーンを描ける

ように指導させた。






